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【平成２２年度 事後評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 期待以上の研究の進展があった 

 Ａ 期待どおり研究が進展した 

○ Ｂ 期待したほどではなかったが、一応の進展があった 

 Ｃ 十分な進展があったとは言い難い 

（評価意見） 

微小重力実験環境を、気球からの落下カプセルにより実現することは世界的に見

てもユニークな企画である。関連する技術も、高高度気球、ドラッグフリー制御、

推進系制御など幅広く、技術応用の発展も見込まれるので学術創成研究費として相

応しいテーマである。 

一方、研究計画調書では、100kg のカプセルを 50km 高度から落下させ、10-5 の

微小重力環境を 1 分間程度持続させる、このため 5 年間に 6 回の飛翔実験を行うと

していたが、初年度の設計検討でカプセル重量 300kg、到達高度 40～45km に変更

し、結果として実現した重力環境は 10-4、持続時間は 35 秒に留まった。また、気候

不順や実験場の移転などで、飛翔実験も 3 回（1、2、4 号機）しか行えなかった。

なお、4 号機の微小重力実験そのものは成功しなかったが、他の研究グループが実験

装置を搭載した場合における問題点は抽出することができた。個別の技術開発の進

展やその発表状況は高く評価できる一方、当初の計画検討に不十分な点があり、総

合して目標を達成したとは言えないと判断した。 

 


